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結核免疫ノ成立二開シ。生菌感染ナクトモ免疫

ノ成立フ、ル事ノヽ周知ノ事賓ナリ。言フ迄モ無

ク、感染免疫ノ成立二常ツテダヽ、結核菌ノ寄生

二條ル著明ナル組織反忠アリ。之レアルニ條ツ

テノミ免疫ノヽ成立スト見倣サレタリ。ソレ故二

生菌感染無キ免疫成立ノ場合二於テモ、必ズヤ

或ル程度ノ絹織反忠アルサ前提トフ、ベシ。生菌

感染ノ場合ノ細織反忠ハ言､ハズモガナ、死菌、

ＢＣＧ等二在テモ其ノ感染、若ク､ハ接種等ニョ

ル反底ハ従来既二種々ノ研究業績アリ。然レ共、

後２者二在テノヽ未グ完シトナシ難キモノアリ。

茲二於テ余ハ｢ＡＯ｣拉ニ｢ＢＣＧ｣ニ條ル結核免疫

成立機韓ラ探求フ、ルー一手段ﾄ｀シテ、此ノ雨者二

對スル、生薗組織反廊ヲ･検索セント企テ、

　

ソレ

ト略ｔ同量ノ結核生菌拉二死菌ノ現ハソ、組織反

妻トテ比較研究セリ。

賓験方法

使用動物。胎重300瓦内外ナル雄性海=挑ニシ

テ、Roemer氏反嘸陰性ナルモノ48頭ヲ４組

二別テリ。

接種材料。

｢ＡＯ｣人型結核菌ノ｢サポエン｣培養･リfヒ、自然

死、自家融解二陥リタルモノ、但シ防腐斉け加

ヘズ。培養ヲ終りタル際ノ菌吊ニシテ、１ ｃｆ,中

約0．001 mg ザ含有フ、。

｢ＢＣＧ｣阪大今村内科二於テ保存セラレタルモ

　

ノニシテ、1931年同教室ヨリ分譲セラレ(像ノ

Calmette氏ノ承諾ヲ得タリ)タルモノテ、５

％牛胆汁馬鈴薯上二累代移殖シ、最後ノ移殖後

１ヶ月ニシテ、登育良好ナルモノ、lc心中0．00:1

lng含有７ヽ。

人型結核生菌。有馬研究所ノ奥田株、毒力中等、

｢グリセリン｣寒天上二培養、１ヶ月、登育良好

ナルモノ、1 C.C.中、0．001mg 含有ス。

人型結核死菌。

　

上記ノ人型結核生菌浮游液ヲ

100(Ｃ－テ１時間加熱セルモノ。

以上４種ノ接種材料、各1 c.(1？試獣ノ静脈内二

接種、1、3、6、9週後二於テ、各組ヨリ各３頭宛

｢クロロホルム｣－ヨリ屠殺、剖検二附シ、肉眼

的拉二顧徴鏡的二其ノ組織反座ヲ検セリ。組織

固定ニノヽOrth氏液ラ用ヒ、組織ハ｢ヘマトキ

シリン｣、｢エオジン｣二重染色トシ、組織内抗

酸性菌澄明－ノ･ヽ、Ziehl-Neelsen氏法ヲ･川ヒタ

リ(註、肺臓、牌臓、肝臓、腎臓、淋巴腺二就テ

検索ヲ･行ヘリ)。

　　　　　　　

賓験成績

1．人型結核生菌0．001 mg :静脈内接種

１週後所見

　

試獣Ｎ０．25、26、27。 肉眼的所見

　

３試猷,ハ被検臓器二結核性９化ヲ
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認ｊ･ズ。 No. 25ニ於テ、左肺中葉背側二充血

彊ク、No. 26ニ於テ。・ヽ、左右肺各葉二小溢血

鮎ヲ･認ノ、腸間膜腺、小豆大二腫脹フ､。

顕微鏡的所見

　

肺臓、Ｎ０.25．・ヽ小血管周園二

淋巴細胞浸潤シ、肺胞内ニモ白血球列

Ｎ０．26 ニ於テモ既二小血管周園二圓形細胞ノ

浸潤ヲ認ノ、該病竃ニハ多数ノ多核白血球テ認

ノ、結節テ形成ス。叉一方二於テ。・ヽヽ肺炎像ラ呈

シ、該部ノ毛細血管ノヽ披張シ、多量ノ血液細胞

テ充タシ、肺胞内－。・ヽ脱落上皮細胞、赤血球、

白血球ヲ･充満ス。No. 27
>・ヽ所兄前者ト略ｔ同

様ニシテ、一般二肺炎像ヲ呈シ、多量ノ多核白

血球ノ出現ヲ認ノ、小血管周園ニハ既ぺ結節

ヲ形成フ、。組織内抗酸性菌陽性ナリ。

牌臓

　

Ｎ０．25ノヽ賓ノヽ披大シテ血液細胞二富

ミ、結締織増殖フ、。髄質中二上皮様細胞う昆ゼ

ル多核白血球ノ集團テ認ノ、濾胞ハ腫脹シ、多

核白血球噌殖ス。 Ｎ０．26ノヽ所見前者ト略；同

ジ。髄質中二白血球多量二出現シ、狐ノニ濾胞

トノ匯別困難ナリ。No. 27ニ於テモ、前２者

1ヽ所見略ｔ同様ナルモ、畳。・ヽ極ノテ著明二披大

シ、中二多量ノ血液細胞犬･充タ≒３試飲共抗

酸性菌陰性ナリ。

肝臓

　

３者共、所見略ｔ同桟ニシテ、小葉内、

グリソン氏鞘内ノ血管周関ニハ多核白血球ノ集

　　　

＿

團サ認メ、肝資質細胞ハＷ大シテ崩壊二瀕フ､ル

モノ、或ノ･ヽ既二核消失ラ認ムルモノアリ。Ｎ０.

27ニ於テ。・ヽ肝小葉内二多核白血球ノ集團々認

ム。

　

３試飲共抗酸性菌陽性ナリ。

腎臓

　

No. 25ニ於テハ一般二毛細血管充血ラ

示シ、絲毬蔵ニ・ヽ赤血球拉二白血球浸潤フ、。

Ｎ０．26 ニ於テモ所見前者卜略ｌ同ジ。郎チ間

質結締織ニ、多核白血球、上皮様細胞浸潤シ、

細尿管上皮細胞ハ極ノテ軽度ナル涸濁性腫脹テ

認ム。Ｎ０． 27 ノ･ヽ所見No. 25卜略ｔ同ジ。總

テ抗酸性菌陰性。

淋巴腺

　

No. 26、27ニ於テ第二次小盾腫脹ス。

３週後所見

　

No. 28、29、30．

肉眼的所見

　

肺臓、牌臓、肝臓二於う・刈
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節ｆ認ノ、肺臓パ粟粒大ヨリ寂盲大ノ結節多敬

二蔓生シ、牌臓ハ腫大充血テ示シ、寂賓大結節

ヲ散見フ、。肺門淋巴腺。・ヽ大豆大ヨリ碗豆大二腫

脹シ、中心部乾酪良性ヲ示セルモノ多ク、腸間

膜腺モ、結核病愛タ認ムルモノ多シ。績高腺、

頚腺、鼠蹊腺、後腹膜腺二於テ・ヽ必ズシモ結核

病歿ヤ･認ノズ、僅二腫大充血、或ノヽ全ク健常ナ

ルモノアリ。腎臓ニハ愛化ナシ。

顕微鏡的所見

　

肺臓No. 28 －ヽ孤立、或。・ヽ融合

セル結節テ認ノ、結節ノ中心部ノヽ核崩壊シテ乾

酪愛性テ示フ、。結節ノ周園部ノヽ一般二肺炎像テ

示シ、肺胞内ニハ多量ノ惨出物ご・認ム。斯クシ

テ病竃ノヽ周逡二披大ﾉヽル像ヲ呈ス。Ｎ０.29ノヽ

前者卜所見略ｌ同様ナルモ、其ノ程度梢ｌ軽シ。

Ｎ０．30 。・ヽ所見No. 29ト略ｔ同ジつ抗酸性菌

常二陽性ナリ。

牌臓

　

各試飲列直ジテ病９甚グ著明－シテ殆ン

ド健常部ヲ残サズ。濾脆レヽ腫脹シ、全覗野。・ヽ殆

ンド上皮腿細胞二依ツテ占居セラl／、大ナル結

節ノ中心部。･ヽ既二乾酪慢性二陥ル。賓｡ハ接大シ

テ中二多量ノ血液紬胞、脱落上皮細胞ヲ充満

ス。抗酸性菌常二陽性ナリ。

肝臓

　

各試獣二於テ明二結核性病曖テ認ノ、上

皮様細胞・ヽ中心掴ルモ

　

ノ多

シ。或一グリソン氏鞘二多倣ノ多核白血球浸潤

シ、結節ノ大ナルモノノヽ中心部乾酪良性ヲ示

ス。賓質内毛細血管。･ヽ一般二充血テ示フ､。抗酸

性菌常二陽性ナリ。

腎臓

　

No. 28ニ於八間質結締織二圓形細胞ノ

浸潤テ認へ毛細血管八一般二充血尹示シ、絲

毬盾ニノヽ、赤血球、白血球が多:l;Tニ出現'･ヽ。細

尿管上皮細胞ハ梢り彭大シテ、各細胞ノ境界不

鮮明ナルモノアリ。 No. 29、30 jn,所見ノヽＮ０.

28ト略ｔ同ジ。抗酸性菌ハ澄明シ得ズ。

淋巴腺

　

余ノ検セル淋巴腺中最モ軽度ノ病歿テ

示セルモノニ於テモ、明二第二次小盾ノ腫大尹

示シ、況ンヤ病良高度ナルモノニ於テー・ヽ、腺全

随が乾酪様良性テ示シ、全ク健常部ヲ残サズ。

抗酸性菌常二陽性ナリ。
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６週後所見

　

No. 31、32、34． ’

肉眼的所見

　

肺臓、粟粒大ヨリ麻責大結節左右

各葉二渉リテ殺生シ、乾酪良性二陥lノルモノ多

シｏ

牌臓

　

腫大充血著明、表面甚グ粗槌ニシテ、多

撒ノ結節ノ殺生ヲ認べ殆ンド健常部ヲ残サズ。

肝臓

　

暗褐色ヲ呈シ、甚グ脆ク表面粗槌ニシテ、

帽針頭大ノ結節多数二殺生ノ、。

淋巴腺、腸間膜腺、肺門腺ノヽ碗豆大二腫脹シ、

乾酪良性ヲ示ス、其ノ他ノ腺二於テモ多クノヽ、

腫脹充血尹示シ、結核性病良テ示フ、モノ多シ。

腎臓

　

良化無シ。

損微鏡的所見肺臓

　

結節ノヽ孤立シ、或ノヽ融合

シテ大ナル病竃ヲ作り、結節ノ中心部ハ乾酪良

性二陥リ、崩壊セル核ノ残骸散在シ、病竃ノ逡

縁部ハ上皮様細胞ラ以テ閲続セシレ、其ノ外廊

ニハ圓形細胞ノ浸潤ヲ認ノ、周閲組織二及ブ。

斯クノ如キ結節ノ周園組織叉健常ナラズ。肺胞

内ニハ多量ノ惨出物充満シテ肺炎像ヲ呈ユ。抗

酸性菌常二陽性ナリ。

碑臓

　

乾酪良性二陥レリレ結節甕生シテ、濾胞、

髄質ノ境界判然ダラス。結節ヲ形成セル多核白

【第17巻

血球、上皮様細胞ノヽ、周逡部二披リ、賓刈

シテ、多量ノ血液細胞ヲ充タス。抗酸性菌常二

陽性ナリ。、

肝臓

　

病受高度ニシテ、結節ノ'ヽ中心部乾酪受性

り示セルモノ多ク、抗酸性菌常二陽性ナリ。

腎臓

　

Ｎ０．31

　

ニ於テ、皮質部ノ間質結締織

二上皮様細胞ヲ･混ゼル多核白血球ノ浸潤竃ア

リ。絲毬膿－｡ハ圓形細胞梢ｌ多量二出現ス。

No. 32 -ハ毛細血管充血ザ示シ、絲毬醒ノヽ血液

細胞二富ミ、間質結締織ニハ圓形細胞浸潤ス。

Ｎ０.34ノヽ所見前者二同ジ。抗酸性菌澄明常二

陰性ナリ。

淋巴腺

　

結核病愛テ高度二示シ、腺ノ大部分が

乾酪宛性ヲ･示スモノ多シ。抗酸性菌常二陽性ナ

リ。

９週後所見

　

試獣

　

Ｎ０．35、36．

肉眼的所見

　

肺臓

　

胸廓内二少量ノ惨出液ア

リ。各葉二粟粒大ヨリ寂賓大ノ結節多敬二殺生

シ、乾酪受性二陥ル。

牌臓

　

著明二腫大シ、暗赤色ヲ呈シ、多敬ノ結

節ハ乾酪宛性テ示ス。

肝臓

　

無数ノ結節殺生シ、乾酪受性二陥レルモ

第１表

　

人型結核生菌0．001mg 海狼静脈内接種

経過日数 ７日 21日 42日 63日

動物番彼 25 26 27 28 29　1　　30，　31 32　，　34 35　i　　36

回{ト
315 360 360 390 345 1　270・　375 340 1　395 400 380

345 390 1 400 1 400 匍O ・　290 1　350 450 370 1　550 400

ｌ　。,．ｒ右　　ｉ　一(十) - 桐･ 併　！　+1+　　併 桐･ 併 併 佃･

肉i　″1左 (十) (十) - 佃･ 併　/H+　　併　ﾚH1　1　併 併 桐･

眼一　　　　　｜　－

的l　牌｛重量‘　0.6

- - ･H+ 桐･　併　併う冊　併 併 併

０．９ ０．７ ２．７ ２．１ １．４　6.4: ２．８　６．２10.0 ８．９

所 肝　　１　－ - - 桐･ 併）冊　併づ1+　･H+ 併 併

見ｉ　　腎 四 - - - 　　　　　　　ｉ=　　」　-　　　　　㎜
　　　｜_　　_

- -

１淋　巴　腺ｌ　－ (＋) - 桐･ +什　’併　ｌ　併　ｉ　併　１　併 桐･ 桐･

顕

微

鏡
的
所

肺　　　！　十゜ ＋’ ＋゜ 併゜ 州.゜ 併゜ 併゛ 併’ 併゜ 柵.゜ 併゜

牌 ＋ ＋ ＋ 併゜ 佃.゜ 併’ 併゛ 併゜ 併゜ 十H.゛ 併゜

肝 +゜ ＋゛ ＋゜ 併゜ 併゜ 併゜ 併゜ 併゛ 併゜ 桐.゛ 佃.゛

腎 C十） (十) (十) (十) (十) (十) (十) (十) (十) (十) (十)

見ｌ淋巴腺！－ (十) (十) 併･ｌ　併･ 併゜ 併･｜　併･ 桐.゛ 併゜ 桐.゜

備考:
圭（

　

）内ノ記銃･ハ単二炎症若クーハ洞濁性腫脹ヲ意味.ス

　

、

　

_.

　

・

　

印ヲ符ジタノl/モノ･ハ鏡検上抗酸性菌ヲ謐明ス

　

｝以下同之
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ノ多シ。

淋巴腺

　

總テ余ノ検セルモノ・ヽ、結核病受ヲ示

シ、殊二肺門腺、腸間膜腺・ヽ腫大シ、乾酪慢性

ヲ示ス。

腎臓

　

良化ナシ。

顕微鏡的所見

　

肺臓、結節ハ中心部二乾酪良性

ヲ示セルモノ多ク、結節ノ周園部二結締織ノ登

生テ見ズ。抗酸性菌ハ常二脚性ナリ。

牌臓

　

全貌野殆ンド結核病受ヲ･認ノ、乾酪受性

二陥lノル病竃多シ。抗酸性菌常二陽性ナリ。

121

肝臓

　

良性ヲ示セル結節、全覗野二充チ、巨大

細胞出現ス。抗酸性菌常二陽性ナリ。

腎臓

　

Ｎ０．35 ノ｀ヽ毛細血管充血テ示シ、絲毬膿

ハ血液細胞二富ミ、間質結締織二圓形細胞ノ浸

潤ヲ･認ム。 Ｎ０. 36 モ所見前者ト略ｌ同ジ。皮

質部ノ細尿管上皮細胞ハ膨大シ、各細胞ノ境界

不鮮明ナリ。抗酸性菌陰性ナリ、、

淋巴腺

　

結節ノヽ中心部乾酪憂性二陥リ、周逡部

ノ上皮様細胞間二巨大細胞ヲ認ム。抗酸性菌常

二陽性ナリ。

II.人型結核死菌0．001 mg 静脈内接種

１週後所見

　

試訳No. 14、16、18．

肉眼的所見

　

被検臓器ハ殆ド健常ニシテ僅ニ

Ｎ０．18ノ右側肺各葉二小溢血黙ラ散見シ、Ｎ０．

14ノ腸間膜腺ハ軽度充血、腫脹ラ示シ、結核

性病綬ノヽ認メズ。

顕微鏡的所見

　

肺臓No. 14ニ於テ、肺胞内一

赤血球テ認ノ、小血管周園二軽度ノ圓形細胞ノ

浸潤ヲ･認ム。該病竃ニダヽ多核白血球ヲ少量認

ノ、肺胞中隔｡ハ僅二肥厚ス。Ｎ０. 16 ハ小血管

周関二圓形細胞ノ浸潤ヲ･認ノ、肺胞内-=､ハ血液

細胞惨出シテ肺炎像テ呈シ、肺胞中隔・ヽ白血球

浸潤シ、肥厚ス。 Ｎ０．18ハ所見略ｌ前者二同

ジ。肺胞内出血著明ナリ。抗酸性菌陰性ナリ。

牌臓

　

No. 14、16ニ於テ濾胞ハ腫脹シ、淋巴

細胞二富ミ、髄質ハ多量ノ赤血球ヲ認ム。Ｎ０.

18モ所見略ｌ同上ナリ。抗酸性菌陰性ナリ。

肝臓

　

No. 14ニ於テ毛細血管ノぐ充血シ、中心

静脈ハ多量ノ赤血球ヲ入レ、グリソン氏鞘ニハ

少量ノ圓形細胞ノ浸潤ヲ'認ム。 No. 16、18モ

所見異ｌ前者二等シク、毛細血管ハ充血ス。抗

酸性菌陰性ナリ、。

腎臓

　

No. 14ニ於テ毛細血管ハ充血シ、絲毬

醵ハ血液細胞二器ム。 Ｎ０．16 モ所見略ｌ前者

二等シク、髄質部二賓質内出血竃アリ。Ｎ０. 18

ニ於テノヽ毛細血管ノ充血著明、絲毬膿ハ血液細

胞ヲ多量二充タシ、皮質部細尿管上皮細胞ハ、

核淡染シ、各細胞間境界不鮮明ナリ。抗酸性菌

陰性。

淋巴腺

　

No. 14、16ニ於テ第二次小酸僅二腫

脹フ、。抗酸性菌陰性ナリ。

３週後所見

　

試獣Ｎ０．15、17、20。

肉眼的所見

　

各試獣二於テ肺臓二小溢血鮎ラ散

見スル外撥化ナシ。

顕微鏡的所見

　

肺臓Ｎ０.15ノヽ毛細血管ハ充血

シ、肺胞中隔ハ圓形細胞ノ浸潤、肥厚ヲ示シ、

肺胞内－ハ、圓形細胞、赤血球テ充タシ、肺炎

像テ呈フ、。Ｎ０．17ノヽ所見略ｌ前者二等シク、

Ｎ０.20ハ毛細血管充血尹示フヽ。抗酸性菌陰性

ナリ。

牌臓

　

Ｎ０．15 ､ハ濾胞腫脹シ、竃ハ披大シテ中

二血液細胞テ多量二入ル。

　

Ｎ０．17、20ニ於テ

モ所見略ｌ前者二等シ。抗酸性菌常二陰性ナリ。

肝臓

　

No. 15ハ毛細血管充血シ、肝資質細胞

萎縮シ、中心静脈ハ多量ノ赤血球充満ス。Ｎ０．

17、20.ハ毛細血管充血尹示シ、肝賓質細胞ノ

原形質ハ濃染シ、核分裂ラ示スモノ多シ。賓質

内出血ヲ認ノ、該部ノ賓質細胞ハ萎縮ス。抗酸

性菌常二陰性ナリ､、

腎臓

　

Ｎ０．15 ハ毛細血管充血シ、殊二皮質部

二於テ、賓質内出血ヲ認ム。絲毬醵ハ血液細胞

二富ミ、賓質問結締織一圓形細胞ノ浸潤ラ認

ム．Ｎ０．17、20モ所見略ｌ前者二同ジ。抗酸

性菌陰性ナリ。

淋巴腺

　

所見無ク、抗酸性菌陰性ナリ。
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６迦後所見

　

No. 13、21、22．

肉眼的所見

　

肺臓二軽度ノ充血、小溢血鮎散見

シ、Ｎ０．13 ニ於テ肺門腺、腸開膜腺僅二腫大

スｏ

頴微鏡的所見

　

肺臓Ｎ０． 13 ニ於テ毛細血管

ノヽ充血ラ示シ、肺胞内ニヘ赤血球、圓形細胞、

多核白血球ヲ充タシ、肺炎像テ呈ス。No. 21

ニ於テモ肺炎像ラ認八小血管周園二多核白血

球、圓形細胞ノ浸潤著明ナリ。 No. 22ニ於テ

モ所見略Ｉ Ｎ０．21 ト同ジ。抗酸性菌陰性ナリ。

牌臓

　

３者共、岩ハ披大シテ、血液細胞二富

ム。濾胞腫脹シ、髄質ノ結締織増殖ス。抗酸性

菌陰性ナリ。

肝臓

　

Ｎ０．13、21ハ愛化ナシ。 No. 22ニ於

テ毛細血管充血シ、肝賓質細胞核淡染シ、原形

質膨大フ、。郎チ涸濁性腫脹ヲ示ス。叉肝資質細

胞ノ核消失ヲ･認ムルモノアリ。抗酸性菌陰性ナ

リ。

腎臓

　

Ｎ０．13 －於テ毛細血管ハ充血ヲ示シ、

賓質内出血ヲ認ム。賓質間結締織二圓形細胞ノ

浸潤アリ。結締織ハ噌殖ス。絲毬醗ハ血液細胞

二富ム。 Ｎ０．21 ノ｀ヽ毛細血管充1鼓ヲ示ス。Ｎ０．

22ハ毛細血管ハ充血シ、絲毬慌ハ血液細胞二

富ミ、皮質部細尿管上皮細胞二軽度ノ涸濁性腫

脹アリ。抗酸性菌陰性ナリ。

淋巴腺

　

Ｎ０．13、22ノ第二次小膿腫大ス。抗

酸性菌陰性ナリ。

９週後所見

　

試獣

　

Ｎ０．19、23、24．

肉眼的所見

　

No. 24 >'肺臓二小溢血鮎テ認ム

ル外良化ナシ。

顕微鏡的所見

　

肺臓

　

Ｎ０．19 -・於テ、小血管

周園二圓形細胞ノ潭潤ヲ認へ毛細血管ハ充血

ヲ･示シ、肺胞中隔ニ・ヽ白血球浸潤シ、肥厚ス。

No. 23ニ於テ､ハ小血管周園ニハ多核白血球サ

混ゼル圓形細胞ノ浸潤テ認ノ･、毛細血管ハ充血

シ、肺胞中隔ハ白血球浸潤、肥厚ヲ･認八肺胞

内－ハ血液細胞充満シラ、肺炎像テ呈フ、。 Ｎ０．

24ニ於テベ小血管周関二多核白血球ノ浸潤

竃ヲ認ノ、是等ノ白血球ハ或ハ肺胞内二充満シ

テ肺炎像ヲ呈シ、肺胞中隔ハ肥厚ス。抗酸性菌

陰性ナリ。

牌臓

　

３試訳二於テ岩ハ披大シヲ、赤血球充満

ス。抗酸性菌陰性ナリ。

肝臓

　

No. 19良化ナシ。No. 23ハ毛細血管

充血シ、肝賓質細胞核ハ梢り炎染シ、原形質ハ

膨大ス。印チ極ノテ軽度ナル涸濁性腫脹テ示

フヽ。Ｎ０．24 ハ愛化ナシ。抗酸性菌陰性ナリ。

腎臓

　

Ｎ０．19ノヽ毛細血管充血シ、絲毬膿・ヽ血

第２表人型結核死菌0.001 mg 海狼静胆内接種

経過日撒 ７日 21日　　　　　　　42日　　　　　　　63日

動物番抗 14 1　16　　18 15 17 20　13　21　22　191　23 24

・べ
340 1　380　410 410 310 340 1　385　290　270 370 360 325

355 400 430 1 520 360 360 ・　480 ， 370 1　370 560 610 1 550

肉

,,。r右　　ｉ　‾　１　‾･　　ご＋）(十) （十）八十ﾝ （十川（十ｼﾞ (十) ㎜ - (十)
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_　　_

- 四 - - 四 -
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所｜　　肝　　ｉ一　－１－ｌ－ _　　_
- - - - - -
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づ (十) - - - - 四
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鏡
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牌 (＋) (十) (十) (十) (十) (十ｯ （十）八十） (十う (十) (十) (十)

肝 (十) （十）ベ十）ｉ（十）Ｉ（十）’（十）　－　ｌ　－ (十卜　一 （十）１　－

腎 (十) （十），（十）．（十）（十ﾝ　（十∧（十） (十) (十) (十) (十) -
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液細胞二富ミ、間質結締織二白血球ノ浸潤ヲ認

ム。Ｎ０．23 モ所見略ｔ前者二等シ。 Ｎ０．24

ﾉヽ宛化無シ。抗酸性菌陰性ナリ。

淋巴腺

　

受化無シ。抗酸性菌陰性ナリ。

Ⅲ. BCG」0．001 mg 静脈内接種

１週後所見

　

試獣

　

No. 7、8、9．

肉眼的所見

　

肺臓

　

No. 7ニ於テ各葉二小溢血

黙ヲ散見シ、Ｎ０．８ノ左肺下葉二小溢血鮎ア

リ。牌、肝、腎、淋巴腺ニ､ハ受化無シ。

頴微鏡的所見

　

肺臓

　

Ｎ０.7ノ肺胞中隔二多核

白血球、圓形細胞ノ浸潤ヲ･認ノ、肥厚テ示シ、

肺胞内ニハ多核白血球、淋巴細胞、赤血球テ充

タシ、亘大細胞ノ･ヽ認ノ'ズ。

Ｎ０．８、９,ハ所見略ｌ前者二等シク、肺炎像ヲ

呈シ、毛細血管ノ｀ヽ充血ス。抗酸性菌ハＮ０．8、9

斗

牌臓

　

No. 7、８ニ於テ賓ハ披大シテ血液細胞

二富ミ、髄質内結締織ハ噌殖シ、多量ノ白血球

出現ス。 Ｎ０．9 モ所見略ｌ前２者二等シク、濾

胞腫脹ス。抗酸性菌陰性ナリ。

肝臓

　

No. 7ニ於テ毛細血管充血ス。抗酸性菌

陰性。

腎臓

　

No. 7ニ於テ軽度ナル毛細血管充血ヲ示

シ、絲毬醗ノ｀ヽ赤血球二宮ム。 Ｎ０.8ニ於テノヽ、

毛細血管充血著明ニシテ、絲毬醗ハ血液細胞二

宮ミ、同質結締織二圓形細胞ノ浸潤ヲ･認ム。

Ｎ０．９ モ所見略ｌ同上。抗酸性菌陰性ナリ。

淋巴腺

　

No. 7、９ハ毛細血管充血シ、抗酸性

菌テ澄明ス。

３週後所見

　

試獣

　

Ｎ０．1、2、3．

肉眼的所見

　

No. 2、３ニ於テ肺臓二小溢血鮎

ヲ･認ｙ、牌臓ノヽ表面粗槌ナリ。

顕微鏡的所見

　

肺臓

　

Ｎ０．１、２ニ於テ小血管

周園二多核白血球、圓形細胞ノ浸潤ヲ認八該

病竃周関組織ハ健常ナリ。 Ｎ０.3,ハ前２者ノ如

キ所兄テ示ス外、毛細血管ハ充血シ、肺胞中隔

二白血球ノ浸潤テ認ム。抗酸性菌テＮ０．１ニ

於テ澄明セリ。

牌臓

　

No. 1べ

細胞二富ミ、髄質部二血液細胞多シ。 No. 2、3

123

モ所見前者ト略ｌ同ジ。抗酸性菌陰性ナリ。

肝臓

　

No. 2ニ於テグリソン氏鞘二白血球ノ浸

潤ヲ･認べNo. 3 >･ヽ毛細血管充血、中心静脈ノヽ

血液二富ム。抗酸性菌陰性ナリ、、

腎臓

　

Ｎ０．1ノ絲毬膿、間質結締織二白血球ノ

浸潤アリ。Ｎ０．3ノ｀ヽ所見略ｌ同上、Ｎ０．2ノ'ヽ愛

化無シ。抗酸性菌陰性。

琳巴腺

　

愛化無シ。抗酸性菌陰性。

６週後所見

　

試飲

　

Ｎ０．4、5、6つ

肉眼的所見

　

Ｎ０．４、６ノ肺谷箭二小溢血鮎ヲ

散見シ、No. 5、６ノ腸間膜腺ダヽ小豆大二腫大

スｏ

顕微鏡的所見

　

肺臓

　

No. 4ニ於テ毛細血管-ﾊ

充血テ示シ、肺胞中隔ニ｡ハ白血球ノ浸潤アリ。

肺胞内二上皮様細胞、圓形細胞充満シテ、肺炎

像ラ呈シ、小血管周回ニハ上皮様細胞ヲ･混ゼル

圓形細胞浸潤シ、結節テ形成ス。此ノ結節内ニ

､ハ乾酪愛性、核崩壊ヲ･認ノ･ズ。巨大細胞ノ出現

無シ。 No. 5モ所見略ｔ前者二等シク、肺胞内

二多核白血球浸潤シテ結節テ形成ス。該病竃ノ

周園部細織ハ健常ナリ。 Ｎ０.6ノヽ毛細血管充血

著明ニシヘ肺胞内､ニ・ハ赤血球充満フ、。抗酸性

菌陰性ナリ。

牌臓

　

３試獣共濾胞腫脹シ、査刈

｡ハ血液細胞二富ム。抗酸性菌陰性。

肝臓

　

噫化無ク、抗酸性菌陰性。

腎臓Ｎ０．４．・ヽ絲毬隈ダヽ血液細胞ニ?;い、間質

結締織ニハ軽度白血球浸潤刊氾ム。 Ｎ０.5ノ'ヽ毛

細血管充血シ、Ｎ０．６ダ､所見略Ｉ Ｎ０．４ニ等

シ。抗酸性菌陰性。

淋巴腺

　

Ｎ０．4刈隠化無シ。 Ｎ０．5ノ'ヽ明二結節

形成リ゛認ノ、結節ノ中心部ハ核崩壊犬。 No. 6

ニ於テモ結締織噌殖シ、上皮様細胞ヨリナル結

節列

ズ。上記結節ラ形成セルモノニ於テ、抗酸性菌
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陽性ナリ。卯チ菌噌殖ト認ム。

９週後所見

　

試獣

　

Ｎ０．10、11、12．

肉眼的所見

　

Ｎ０.10ノ左肺下葉二小溢血｡鮎ヲ･

認ノ、Ｎ０．11ノ牌臓ハ表面粗槌ナリ。

顕微鏡的所見

　

肺臓

　

Ｎ０．10／ヽ毛細血管充血

テ示シ、肺胞内二少量ノ赤血球ヲ認ム。 Ｎ０．11

-ﾊ所見無シ。 Ｎ０.12ハ毛細血管充血シ、肺胞

中隔二少量ノ白血球浸潤ソヽ。抗酸化郡≧性ナリ。

牌臓

　

Ｎ０.10ニ於テ濾胞ハ著明二腫大シ、淋

巴球噌殖人。賞ハ披大シテ、内被細胞ハ脱落シ、

披大セル賞内ニハ多;Iり血液細胞リ･充タス。

Ｎ０.11、12宍所見略Ｉ Ｎ０.10 ニ等シ。抗酸

性菌^ No. 11 ニ誰明フ、。

１週後所見

　

試獣

　

No

肉眼的所見

　

肺臓

　

No

大褐色黙２個ヲ･認ム。

肝臓

　

Ｎ０.10、12ニ於テ毛細血管充血シ、中

心静脈ハ赤血球ﾍﾉｼﾞ'i':ニ入ル。抗酸性菌陰性ナ

リ。

腎臓

　

No. 10 -ハ毛細血管充血シ、絲毬醒ハ血

液細胞斗;い、間質結締織ニハ少ヽ:映ノ圓形細胞

ノ浸潤アリ、、Ｎ０．11、12ニ於テモ所見略ｌ前

者二同ジ。抗酸性菌陰性。

淋巴腺

　

Ｎ０.10ノ第二次小胞腫大ス。 Ｎ０．11

ニハ上皮様細胞ヨリナル結節アリ。、結締織ニテ

1訓続セラル。 No. 12ハ第二次小盾腫大フ、。

Ｎ０.11 ニ抗酸性菌テ諦明ス。菌噌殖う･思ハシ

ムｏ

IV．「Ａ０

　

０.001mg 静脈内接種

37、38、39。

37

　

ノ右側上なニ粟粒

牌臓

　

３試獣ハ表面粗槌、濾胞著明ナリ。

淋巴腺

　

No. 37 ・ヽ腸間膜腺米粒大こ・腫脹シ、

Ｎ０．38、39ノヽ肺門腺、小豆大二腫脹ス。肝、

腎ハ曝化無シ。

顕微鏡的所見

　

肺臓

　

No. 37ニ於テ肺胞内ニ

上皮様細胞、多核白血球充満シテ、肺炎像

ｦ･呈シ、肺胞中隔ノ結締織噌殖ス。該病竃内－

。･ヽ細胞壊死テ認ノズ。亘大細胞ノ出現無シ。

Ｎ０.38、39ニ於テモ前者1ヽ同様、肺胞内ニノヽ

多核白血球、Iこ皮様細胞ヲ充満セル肺炎像テ認

ム。

牌臓

　

No. 37ハ濾胞腫脹シテ、淋巴細胞噌殖

シ、畳ハ劫大シテ、脱落内被細胞、血液細胞二

富ミ、髄質ニハ多量ノ白血球出現フヽ。 Ｎ０.38、

39 1所兄略ｌ同上ナリ､、
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肝臓

　

Ｎ０．37 ハ弱披大々以テ検ノヽルニ、肝賓

質細胞核ハ染色不鮮明ニシテ、各㈹

切詣、笞小葉間ノ匯別モ不鮮明ナリ。砺鎬大ニ

テ検ノ､ルニ、肝賓質細胞核べ炎染シ、原形質ハ

膨大ス。印チ涸濁性腫脹著明ナリ。叉既二資質

細胞核ノ消失セルモノアリ。 No. Z8、39モ所

見略ｌ前者二等シ。

腎臓

　

No. 37ご､於テ毛細血管ノヽ充1肢シ、絲毬

蔵ハ血液細胞斗ミシ、細尿竹上皮細胞ノ膨大ス

ル大忽ム。 Ｎ０．38、39モ所見略ｌ前者二等シ

ク、毛細血管ノ充血、細尿管上皮細胞ノ極・‘テ

鰯微ナル測濁悄胴長アリ。

淋巴腺

　

Ｎｏ．:･耽39ノ第-_ノ欠小胆腫脹し

３迦後所見

　

試獣

　

Ｎ０. 40、41．

肉限的所見

　

肺臓ハＮ０．40ノ左肺｣沃yニ帷度

充血ヲに2､ノ、牌臓・ヽ各試獣二於テ濾咆著明ナリ。

肺門腺、腸間膜腺二軽度腫大スルモノアリ。

穎微鏡的所見

　

肺臓

　

Ｎ０．4(jノヽ毛細血管充血

リ'示シ、肺胞内ニハ赤血球惨出シ、肺胞中隔ニ

ハ少量ノ白血球浸潤アリ。 Ｎ０. 41 。･ヽ兄化無シ。

肺臓

　

雨試飲共二濾胞腫脹シテ、淋巴球推殖シ、

復刈

多りンこ出現フ、。

町臓

　

Ｎ０．40ノヽ帷度ノ毛細血管充血？示シ、

肝宣質細胞ニ。･ヽ涙濁性腫脹ラ混リズ。却テ原形

質、核共二濃染シ､核分裂像テ呈フ､ルモノア勉

No. 41 >･ヽ肝宣質細胞ニリ化無シ。星芒細胞ノ

核濃染シ、明二認ムル･ドラ得。

腎臓

　

Ｎ０．40 ｡ハ毛細血管著明一充血シ、絲毬

腰ハ血液細胞二富そ、同質結締織ニハ圓形細胞

ノ浸潤アリ。Ｎ０． 41 モ所見略ｔ前者二等シ。

淋巴腺

　

雨試飲共第二次小腰腫脹ス。

６週後所見

　

試飲

　

Ｎ０. 42、43、46．

肉眼的所見

　

No. 42、46ノ牌臓表面｡ハ粗穏ナ

リ、、軽度淋巴腺ノ腫大ラ認ム。

鄙微鏡的所見

　

肺臓

　

No. 42ハ毛細血管充血

シ、肺胞内ご=丿ヽ、赤血球、圓形細胞惨出フ､。肺

胞中隔ハ肥厚シ、小血管周関ニズヽ圓形細胞ノ惨

潤著明ナリ。Ｎ０． 43 ・ヽ毛細ｍ管充血シ、Ｎｏ。

46八一部肺胞内二赤血球惨出フ、。

牌臓

　

３試飲共濾胞腫脹シテ、淋巴球増殖シ、

賓ハ鎬大シテ血液細胞二富ム。

肝臓

　

Ｎ０. 43 ・ヽ毛細血管充血シ、中心静脈｡・ヽ

多量ノ赤血球テ入l／、肝宣質細胞核ノ消失セル

モノア‰Ｎ０． 42、46ハ愛化無シ。

腎臓

　

Ｎ０．42．・ヽ絲毬蔵、間質結締織二圓形細

胞、多核白血球ノ浸潤アリ､、Ｎ０． 43、46モ所

見略い抑二行二等シク、毛毬血管ハ充血著明ナリ。

第４表「ＡＯ」0.001 mg 海瞑静膜内接種

　戸過日撒　　　　　７日　　　　　　　　21日

-.　　　　　　　　　－　-･.--.-　　　㎜㎜㎜㎜　　　㎜㎜　動物香妓　　37　1　　38　　　39　　　40 41

42日　　　1　　63日

･

42　　　　　　43　　　　　　46　　1　　　　44　　　　　　47

。。f初　350 300　　　370　　　300　　　315 330　　　　　330　　，　　320　　　　　390　　　　　340

mm.梅　38(ド　330　i　400　375 430 480　　470　1　440　１　490　　545

｡。「右1（十ン　　　ー　ｉ　－　１　一　　　一　　　－　¦、一 -　　　-　　　-

肉　/1甲t/Iﾐ

;1牌{

重量

-　　　- - （十）・　一　　　－　１　－ -　　　-　　　-

（十ｯ　Ｉ（十） ぐ十） （十）　（十j）　（十） - (十) -　　　-

０．７　　　０．６　１　　０．５０．６　１　０．９　　　０．８０．７ ０．６　　　０．７　　　０．９

所

見

肝 －　　　　－　　ｉ　　－ -　　　-　　　- W 　　-　　　-　　　一

一　　　　　　　　　　　　一一－－　　　-一一一一

　　一　　　-　　　-腎 - - -
_　　　_　　　_

〃

淋巴腺 (十) (十) (十) （十）八十）　－　ｌ　－　｜　－　　－　　－
一一　　－－-－-一一‥一一一一一一（十）　ｉ　－　　　ぐ升）　ｌ　（十）　｜　（十）　１　（十ﾝ　　･､十）

顕
微

鏡
的
所
見

肺 十十 十十 十十

牌 (冊) (冊) (升) (十) （十）　l，　（十）Ｉ（十） (十) （十），（十）

肝 (升) (升) (升) (十) （十）　　　－　　　（十） －　｜（十）１　　－

腎 (十) (十) (十) (十) （十）　（十）　（十） C十） - -

淋巴腺 - (＋) (十) (十) （十）　　　一　　　　十 ぐ＋） 〃 ㎜
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淋巴腺

　

No. 43ニ於テ明一結節形成ヲ･認ム。

乾酪良性無シ。Ｎ０．46ノ第二次小筒腫脹ノ、。

９週後所見

　

試獣

　

Ｎ０.44、47。

肉眼的所見

　

各被検臓器ハ噫化無シ。

顕微鏡的所見

　

肺臓No. 44ニ於テ毛細血管充

血シ、肺胞内二少量ノ血液細胞惨出シ、肺胞中

隔ニハ少量ノ圓形細胞ノ浸潤アリ､、小血管周関

ニハ少量ノ多核白血球列昆ゼル圓形細胞浸潤竃

アリ。Ｎ０．47 モ所見前者ト略ｌ同ジ。

牌臓

　

雨試訳共濾胞腫大シ、官ハ披大シテ多量

【第17巻

ノ赤血球ヲ入ル。

肝臓

　

No. 44 /毛細血管充血シ、中心静脈ニ

｡ハ多量ノ赤血球ヲ入ル。 Ｎ０．47ノヽ愛化無シ。

腎臓

　

Ｎ０．44ノヽ極ｙテ軽度ナルl毛細血管充血

ヲ･示シ、Ｎ０．47 ノヽ軽度ナル毛細血管充血ト絲

毬胎二少量ノ圓形細胞ノ浸潤ヲ認ム。

淋巴腺

　

雨試獣二軽皮ナル第二次小膿ノ腫脹ア

リ、、被検各臓器ニハ各週ヲ･通ジ、抗酸性菌ｦ一蹴

明シ得ズ。

概

　　

括

人型結核生菌ニョツテ肺、肺、肝ム林巴腺等二

進行性結核病受ヲ･殺生シ得ル事ハ勿論ナリ。

0．001mg 静脈内接種二依テ、１週後ニテ朕二

肺、牌、肝二初期ノ結節ヲ形成シ、３週後-, >'^

高良ナル結核病歿チ呈ス。余ノ検セル臓器中、

肺臓ハ最モ早期二結節ヲ形成シ、牌、肝之二次

グ。腎臓二於テハ結核性病綬ヲ惹起シ得ザリキ。

大型結核死菌二開シテハ、之ヲ海抜二接種スル

ニ、結核病歿テ惹起シ得ルトナスモノアリ、叉

反對二人型結核死菌二條テハ結核怜引受ヲ惹起

シ得ズトナスモノアリ。然レ共、其ノ接種方法、

使用量二條テ其ノ成紅ド異ニス。余ノ賓験二於

テ大型結核死菌0．001 mg テ幼若前祝ノ静脈内

二接種セルニ、肺臓二充血、肺炎像ヲ･認ノ、肉

質臓器二於テ、充血｡、炎性宛化ヲ認ムルモ明ナ

ル結節形成ノヽ認ノズ。而シテ上記病唆ハ、、１迦

後二於テ比較的著明ニシテ次第二消退こ傾ク

モ、極ノテ忖度ナル刺戟状態｡ハ利い長期一対歩リ

テ存槙シ、稀二肉質臓器二涸澗性腫肝レ認ム。

｢ＢＣＧ｣ハCalmette氏二條ソバ感染カテ喪ヘル

牛型結核菌ニシテ、多倣ノ賓験者こ嫁レ八一過

性善性ノ結節形成テナシ、叉集落解離ニョリ強

毒ナル菌種ヲ分離シ得タリトナフヽモノアリ。木

賞験二於テ｢ＢＣＧ｣0．001 mg ニベ副冥ノ静脈内二

接種セルニ、各臓器二先チ肺ニハ朕ニ１週後二

於テ初期ノ結節形成ヲ認ノ、６週後二於テ最モ

著明二結節形成ヲ･認ムルモ、９週後二於テハ既

ニ消退シテ、僅二充血ヲ残ノ、。然l／共牌二於テ

'^＼ ６迦後迄梢ｌ著明ナル炎性見化ヲ認ノ、９

週後ニー・ヽ更二著シキモノアリ。就中、試獣３頭

ノ内１頭二於テ、其ノ著明ナル炎性９化中二抗

酸性菌ヲ･澄日月シタリ。叉淋巴腺ノ歿化・ヽ６週後

最モ著明ニシテ、結節形成ヲ認ｙ其ノ中二抗酸

性菌月び明シ、９週後二於テモ結締織ニテ閲続

セラlノル結節アリテ、抗酸性菌ヲ澄明フヽ。然レ

共足等ノ結節二於テ乾酪９性ヲ･認ノズ。肝、腎

二於テモ軽皮ナル充血、炎性髪化アリ。郎チ

｢ＢＣＧ｣､ハ0．001mgヲ･幼若海旗ノ静脈内二接種

スレバ、肺、豹、肝、腎、淋巴腺二於テ、梢ｔ

著明ナル結核性拉二非結核性組織反座テ現ノヽ

シ、瞼器ニョリテ｡ハ６迦後、或ノヽ９迦後二及ビ

テ其ノ進行り停止ノヽル傾向グ示セド、臓器ニョ

リテハ狐進行スル如キモノアリ。郎チ｢ＢＣＧ｣ノヽ

幼若海紋二對シ弱毒ナルモ無毒二非ズ。且ツ明

カニ聾t殖フヽ。

｢ＡＯ｣ノヽ斂種ノ弧指ナル人型結核斥け特殊ノ培

養法ニョリ殆ント蝋様物質ラ含－デル、且ツ大

部分ズヽ自家融解ニョリ崩壊セルSterilナル製

剤ナリ。ソレテ未知自家融解二陥ラデル以前ノ

菌量ノ計算ニテ0.001 mg ニ相常ノ、ルモノヲ･幼

若海狽ノ静脈内二接種フヽルニ、著明ナル組織反

庶テ起シ、生菌、死菌及ビ｢ＢＣＧ｣ノソ1ノトノ'ヽ

梢ｔ]其ノ趣ヲ異－ノ､。郎チ接種後１週ニシテ既

二梢ｌ著明ナル結核節ヲ肺刊
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脹、充血セルモノアリ。牌腫ヲ生ジ、肝｡及ビ腎

二於テハ著明ナル涸濁性腫脹ヲ･認ノ、殊二腎ニ

ノヽ賞質毛細管性出血リ･そ認ノタリ。以上ノ所見

ハ３迦後二於テハ既二著シク川註二傾クモ、９

迦後こ於テモ余ノ検セル臓器二於ううヽ炎性髪化

ごりなノ､モノ多シ。殊ニ６迦後二於テハ非進行性

淋巴腺結節ヲ･残ノ､。と｡ニ妹ツテ「ＡＯ」O.OOlmg
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ｦ一海挑ノ静脈内二接種セル場合ノ組織以庖ハ、

早期二於ケル肺ノ非進行性結節形成ト、肉質臓

器二於ケル涸濁性腫脹ニシテ、既ニ３逍後二於

テ著シク消退二傾クモ、６迦後二淋巴腺結節ヲ･

残シ、９週二至ルモ被検臓器二忖度ナル炎性愛

化ヲ残ス。「ＡＯ」試猷--於テハ抗酸性菌ヲ澄明

シ得ズ。

結

　　

論

１。

　

人型詰核生菌り。001 mg ﾉ示ﾊﾞ冥ノ静脈内二

接種スレバ、１迦後ご付｛ソ肺、㈹、肝二初期結

節形成夕認八

　

３迦以後ご､於テハ上記臓器拉二

淋巴腺二著明ナル言行性結核こら歿一町回フ､。腎

臓二於テハ帖節形成ハ忍ノズ。

２、　几型結核死菌0．001 mg ノ以テしし｡バ､肺、

㈲、肝／冊、淋巴腺二軽度ナル炎性良化、充血

刊ぶ八址筝ら良八時目lヽ共べili退ノ､ル似岫ド

有ノヽルモ、９迦後二至ルモ尚存栢シ、稀こｰﾊ極

ノテ軽キ測濁性腫脹刊肉質臓器二於テこム。

3．「ＢＣＧ」0．001 mg リ･海狽ノ静脈内二接種フ、

レバ、１迦後ご

後こ於７其ノ頂鮎二達シ、９迦後二於ううヽ殆ン

ド沁退ノヽ。而シテ牌腫ハ６迦、９迦後二至り

盆ク冷明トノーリ、淋巴腺ハ６迦、９迦後ぺ至リ

テ結節-｡戸形成シ、抗酸性菌一丿悩げ明ノ、ルモノアリ。

とレ’-こ抹テ、「ＢＣＧ」ハぬ貌ご一對シ弱=距ナリ1ヽ雖、

無毒二非ズ。殊二永ク興腫ブ残シ、淋巴腺中二

行い著明ノ病歿-･惹起シ、菌ハ海抜廓内二於テ

噌殖ス。

４．‘ＡＯ」テ其ノ培益直後二於ケル菌量､=１リ

計算シ、0．001 mg 丿万ｊ阪帰脈内二接種スルここ、

１迦後ニばしこ梢；著明ナル初期結節ヲ･肺二登

シ、殊二肉質臓器二著明ナル･測濁性腫脹テ登

ﾉ､。而シテ３迦後二於テハ此ノ病歿ハ著シク消

退二傾キ、６迦後、９迦後二於テ､ハ１例ノ非進

行性淋巴腺徊副丿除キ、余ノ検セル臓器二於テ

ヘ結節形成、朗濁性腫脹ラ認ノズ。僅二炎性

宛化か存柏ス。抗酸性薗ハ如何ナル時期二於テ

モ、何レノ臓器二於テモ証明シ得ズ。

５．

　

人型結核生菌ノ静脈内接種二條り進行性全

身結核プ起シ、其ノ加熱死菌ヽ二條り之ラ起サデ

ルベ扁無シ1ヽシ、｢ＢＣＧ｣ニ妹リテ､ハ肺二非進行

性ノ結節ヅ形成シ、後府退二傾キ、永ク牌腫テ

残シ、且ツ斥レヽ増殖シ淋巴腺結節ヲ形成ス。

｢ＡＯ｣こ嫁リテダヽ肺二非進行性結節ヲ見ルノ外、

肉質臓器ノ中毒症状、郎チ涸濁性腫脹ノ登スル

・'｀、以テ各其ノ特徴トノヽ’゛シ。

終りニ臨ミ、有馬研究所所長有馬博士、大阪市

立刀根山病院長人繩博士ノ御懇篤ナル御指導拉

二御校閲テ深謝シ、大阪帝國大學教授故村田博

士ノ御懇篤ナル御指導ヲ賜ハリシ事ヲ謹ミテ謝

ス。

　　　　　　

(T文献ハ第三報ノ終りニ付ス)


